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～きりんカフェを取材～～きりんカフェを取材～

予防
する

人
とつながる

こ

と

誰
も
が
集
え
る
場
所
　

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
暑

い
ね
ー
」「
元
気
に
し
て
い
ま
す

か
？
」
き
り
ん
カ
フ
ェ
が
午
前

10
時
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
続
々

と
参
加
者
が
や
っ
て
き
ま
す
。

職
員
が
「
〇
〇
さ
ん
は
、
こ
の

ス
リ
ッ
パ
な
ん
よ
ね
」
と
慣
れ

た
様
子
で
迎
え
入
れ
ま
す
。

　

参
加
者
同
士
は
初
対
面
の
人

が
多
く
、
一
人
ひ
と
り
の
自
己

紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

う
ち
も
お
ん
な
じ
よ
～

　

参
加
し
て
い
た
認
知
症
の
家

族
か
ら
「
親
が
施
設
に
入
る
の

を
嫌
が
っ
て
困
る
」「
お
金
の

話
を
す
る
と
、
け
ん
か
に
な
る
」

と
の
悩
み
に
、
同
じ
境
遇
の
参

加
者
か
ら
「
わ
か
る
わ
か
る
。

う
ち
も
お
ん
な
じ
よ
～
」
と
盛

り
上
が
り
ま
す
。
同
じ
境
遇
だ

か
ら
こ
そ
共
感
で
き
る
よ
う
で
、

本
当
に
今
日
が
初
対
面
⁉
と

い
っ
た
様
子
の
参
加
者
は
、
ワ

イ
ワ
イ
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

新
た
な
気
づ
き
も
あ
る
よ
う

で
す
。「
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を

公
表
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
理

解
を
得
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
ん

や
ね
」
と
参
加
者
。
自
分
自
身

や
家
族
が
認
知
症
と
い
う
こ
と

は
、
言
い
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。「
ま
さ
か
、
自
分
が
」
と

認
め
た
く
な
か
っ
た
り
、
変
な

目
で
見
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
経
験
者
の
話
か
ら
、
違

う
視
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

家
族
相
手
だ
と
イ
ラ
イ
ラ
す

る
こ
と
も
、
こ
こ
に
く
る
と
「
私

だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
安
心
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
利
用
を

　

市
内
に
は
、
き
り
ん
カ
フ
ェ

以
外
に
も
自
由
に
集
え
る
認
知

症
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
気
軽
に
、
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
不
安
を
取
り
除
い

て
く
れ
る
場
所
が
そ
こ
に
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認知症について気づきがたくさんあった

カフェはアットホームな雰囲気

共感してくれると安心する

思わず笑みがこぼれる

きりんデイサービスセンター

認知症カフェ 実施日時※ 場所 お問合せ先

楽々カフェ 毎月第２月曜日 午後１時半～４時
※祝日の場合変更

地域福祉活動支援センター
（三島 2-5-4）

老人介護者（家族）の会（社会福祉協議会内）
☎ 06（4860）6460

きりんカフェ 毎月第３日曜日 午前 10 時～ 12 時
※９月は休み

きりんデイサービスセンター
（千里丘 3-16-7）

きりんデイサービスセンター
☎ 06（6190）1751

オレンジカフェ 奇数月 第２火曜日
午後１時半～２時半

摂津特養ひかり
（鳥飼八防 2-7-12）

社会福祉法人 成晃会 摂津特養ひかり
☎ 072（650）1300

庵カフェ 未定 ゆうとぴ庵 摂津・千里丘
（千里丘東 1-13-7）

ゆうとぴ庵 摂津・千里丘
☎ 072（625）9555

すずめの会
（若年性認知症の人

と家族の交流会）
３カ月に１回開催

次回は 10 月７日㈯午後１時半～３時
大阪人間科学大学 Ｃ号館

（正雀 1-3-30）
大阪人間科学大学 保健医療学部 言語聴覚学科

安井 美鈴 SÞm-yasui@kun.ohs.ac.jp

※実施日時は、変更することがあるため、事前にお問合せ先へご確認ください 8



自
分
（
家
族
）
は
大
丈
夫

と
過
信
せ
ず
に

　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
大
切
で
す
。
早
期
の

段
階
で
治
療
を
開
始
す
る
こ
と

に
よ
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
自
分
（
家
族
）
が
認
知
症
か

も
…
」
と
不
安
に
感
じ
る
人
は
、

下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
※
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
だ

け
で
認
知
症
の
診
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
気
に
な
る
人
は
、
医
療

機
関
や
相
談
窓
口
へ
。

早期発見
早期対応

若
く
ても相談す

る
こ
と

　　　　　　　　　　　　　　　もっとも当てはまるところに〇をつけてみましょう！
　　　　　設問 1 ～ 5 まったくない＝１点、ときどきある＝ 2 点、頻繁にある＝ 3 点、いつもそうだ＝ 4 点

1 財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなることがありますか １ 2 3 4
2 ５分前に聞いた話を思い出せないことがありますか １ 2 3 4
3 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などのもの忘れがあると言われますか １ 2 3 4
4 今日が何月何日かわからないときがありますか １ 2 3 4
5 言おうとしている言葉が、すぐに出てこないことがありますか １ 2 3 4

設問 6 ～ 10 問題なくできる＝１点、だいたいできる＝ 2 点、あまりできない＝ 3 点、できない＝ 4 点
6 貯金の出し入れや、家賃や公共料金の支払いは一人でできますか １ 2 3 4
7 一人で買い物に行けますか １ 2 3 4
8 バスや電車、自家用車などを使って一人で外出できますか １ 2 3 4
9 自分で掃除機やほうきを使って掃除ができますか １ 2 3 4
10 電話番号を調べて、電話をかけることができますか １ 2 3 4

チェックしたら１～１０の合計点を計算してください。20 点以上は相談を！ 合　計　　　　　　　　　点
※ 20 点以上の場合は、認知機能や社会生活に支障が出ている可能性があります。お近くの医療機関や相談機関に相談してみましょう
※チェックリストの結果はあくまでもおおよその目安で医学的診断に代わるものではありません。認知症の診断には医療機関での受診が必要です
※身体機能が低下している場合は、点数が高くなる可能性があります

小
さ
な
こ
と
で
も

気
軽
に
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
の
総
合

相
談
窓
口
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
ご
本

人
や
ご
家
族
、
周
囲
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
介
護
・

福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
関
係
者
・
医
療
関
係

者
と
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
や

そ
の
家
族
が
暮
ら
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
歩
き
声
か
け

模
擬
訓
練
開
催
中

　
市
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
、

認
知
症
ひ
と
り
歩
き
声
か
け
模

擬
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
歩
き
高
齢
者
へ
の
声

か
け
を
体
験
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
感

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
摂
津
市
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

自分でできる自分でできる
認知症の気づきチェックリスト
認知症の気づきチェックリスト

見守る

地
域
でできるこ

と

摂津市地域包括支援センター
☎ 06（6383）1377

平日 午前９時～午後５ 時 15 分

＼ 私たちと一緒に考えましょう ／＼ 私たちと一緒に考えましょう ／

YouTube
　公開中

出
典
：
東
京
都
福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対
策
部
在
宅
支
援
課
「
知
っ
て
安
心
認
知
症
」（
R
３
・
１１
発
行
）

　 　 　 総合相談窓口高齢者の強い味方‼

　
市
で
は
、「
徘
徊
」
で
は
な

く
「
ひ
と
り
歩
き
」
と
表
現

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人

の
多
く
は
、「
徘
徊
」
で
は
な

く
本
人
な
り
の
目
的
や
理
由

が
あ
る
た
め
で
す
。

ちょこっと

コラム
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